
【注意!!】
・ナットを基準以上に強く締めると、ボルトが伸びて強度が低下します。
・ボルトが１～２本折れると、残るボルトにも無理な力をかかります。

下記の新聞記事はボルト・ナットの締結不良による事故の一例です。
原因は、ナットが整備基準の２～３倍の力で締め付けられていました。（締付トルクを把握していなかった）
ボルト・ナット対して「強く締めればしっかりと確実に締まる」という考えは間違っており、大変危険です。
身の回りのねじを見渡して、不安な箇所がないか確かめてみましょう。

適正な締付トルクで締めることによって、適正な軸力（締付力）
が得られますので、安心してお使い頂けます。

前号で説明した通り、ステンレスボルト・ナットは焼付き、かじりが発生

しやすい性質を持っています。
SDCボルトはトルク係数値を0.12～0.22に定めており、適正なトルク

で締付ければ適切な軸力が得られるだけでなく、焼付き、かじりが起こ
らない設計になっています。

【ＳＤＣボルト締付検査】
トルクレンチ、軸力計を用いて毎ロット製品にて実施しています。
焼付防止試験では、規定の締付トルクまで締付け、これを5回
繰り返します。
検査に合格したもののみを出荷しています。

ＳＤＣボルトの各呼び径の『推奨締付トルク』をお問い合わせ下さい。
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